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限 定 さ れ た 語 りの 視 点

　Katherine Mansfieldの “Bliss” （1918） は さ ま ざ ま な 読 解 の 可 能 性 を 産 む難 解 な短 編 で

あ る1。 物 語 は主 人 公Bertha Youngの 意 識 ・視 点 に沿 って 進 ん で い く。30歳 に な るバ ーサ

は言 葉 に な らな い 〈至 福 〉の 感 情 に襲 わ れ る。 ち ょう ど その 日 は 自宅 で パ ー テ ィを 予 定 して お

り、 詩 人 と演 劇 家 夫 妻 に加 え て 、 バ ー サ が 最 近 知 り合 い、 心 惹 か れ た女 性Pearl Fultonを

ゲ ス トに呼 ぶ こ と に して い た。 夫 が 帰 宅 して 夕 食 が は じま る と、 み な で 演 劇 談 義 に花 が 咲 くな

か 、 バ ーサ は フル トン嬢 の 一 挙 一 動 を 見 つ め る。 夕 食 後 、 バ ーサ は フル トン嬢 と一 緒 に満 開 の

梨 の 木 を眺 め た と き、 神 秘 的 な感 情 を 共 感 で き た と確 信 した。 夜 にな っ た らそ の こ とを 夫 に伝

え よ う と考 え た瞬 間 、 彼 女 は初 め て 夫 に欲 望 を 感 じる。 と こ ろが 、 そ の 後 バ ーサ は玄 関 へ 見 送

り に行 っ た夫 が フル トン嬢 を 抱 擁 し、 彼 の 唇 が 「愛 して い る」 「明 日」 と動 くの を見 て しま う。

夫 とバ ーサ が 同 じ女 性 を 愛 して い た と い う物 語 の 意 外 な結 末 は彼 女 の 〈至 福 〉の 崩 壊 を 暗 示 す

る一 方 、 最 後 の一 文 ― “the pear tree was as lovely as ever and as full of flowers and

as still” （78）2―は 〈至 福 〉の存 続 の可 能 性 も示 唆 して お り、 解 釈 はそ れ ぞ れ の 読 者 に委 ね ら

れ て き た3。

　物 語 の 中 にお いて 〈 至 福 〉が何 な のか は明 確 に述 べ られて い な い。 バ ー サの シ ンボル と され る

梨 の木 につ い て も、 〈至 福 〉 との関 連 は曖 昧 で あ る。 これ らの根 拠 とな るの は語 りの視 点 とな っ

て い る バ ー サ で あ る が 、 彼 女 の 判 断 は 必 ず し も信 用 で き る も の と は い え な い4。 “Miss

Brill” も同 じよ うな展 開 を見 せ るマ ンス フ ィー ル ドの短 編 で あ る。 この 作 品 に お いて もブ リル嬢

の視 点 か ら物 語 は進 ん で い く。 彼 女 はま るで 「劇 の よ うに」 展 開 され る眺 め を楽 しん で い る5。

ブ リル 嬢 はその劇 の役 割 を演 じる ことに よ って、 自分 も現 実 とい う舞 台 で 欠 かせ ない存 在 だ と信

じたか ったの だ。 と ころが 、 結 末 で 別 の視 点 が 導 入 され る こ とに よ り、 彼 女 の視 点 か らの物 語 は

反 転 して しま う。 「至 福 」 もバ ーサ の視 点 の 限界 が 明 らか にな る とき、 物語 は反 転 す るので あ る。

　Gardner McFallが 指 摘 す る よ うに 、 バ ー サ は デ ィナ ー ・パ ー テ ィ の接 待 役 を 演 じ る劇 の



監 督 と も考 え られ だ ろ う （McFall 147）。 バ ーサ は果 物 を 皿 に盛 りつ け、 梨 の木 に似 せ た 衣 装

を着 て登 場 す る。 一 方 、ゲ ス トた ち は チ ェー ホ フ まが い の 劇 を演 じて い る （McFall 147）。 し

か し、 夫 と フ ル トン嬢 が 抱 擁 し合 う場 面 を 見 た瞬 間 、 バ ーサ は監 督 の 座 か ら降 ろ され て 単 な る

一 登 場 人 物 に な らざ るを え な くな る。 い いか え れ ば
、 物 語 の 因 果 関 係 を 判 断 す る根 拠 で あ っ た

バ ーサ の 視 点 や 現 実 認 識 は、 その 時 点 で 疑 わ し くな るの で あ る。 バ ーサ の 現 実 認 識 や そ の 判 断

を信 じて 物 語 を読 み 進 め て き た読 者 は、 一 撃 を 食 らうか の よ う に解 釈 の 根 幹 を 揺 さぶ られ る こ

と に な る。 物 語 の 結 末 が 〈至 福 〉か ら暗 転 した こ と その もの よ り も、 物 語 中 の 世 界 観 、 い いか

え れ ば判 断 の参 照 枠 が 崩 壊 して しま う こ とが 、 「至 福 」 と い う作 品 を 難 解 に し、 さ ま ざ ま な 解

釈 を展 開 させ て き た理 由で あ ろ う。

　しか し他 方 、 バ ーサ を 演 技 者 ・登 場 人 物 と して と らえ る こ と は、 背 後 の 作 者 の 存 在 を 考 え れ

ば当 然 の こ とで あ ろ う。 結 末 近 くまで バ ーサ に物 語 進 展 の 支 配 権 を 委 ね て お きな が ら も、 彼 女

を操 ろ う とす る作 者 の 意 図 は物 語 の 随 所 に散 見 で き るの で あ る。 す な わ ち、 バ ーサ の 視 点 は最

初 か ら限 定 的 だ っ た と い う こ とだ 。 以 下 の 小 論 で は、 バ ーサ の 言 動 や 判 断 が いか に あて に な ら

な いの か を 明 らか に して い きた い。 バ ー サが 何 を考 え、 ど う判 断 した の か、 あ る い は何 を語 り、

何 を語 る こ とが で き な いの か を 明 確 に しなが ら、 テ ク ス トが 何 を 読 者 に語 ろ う と して い るの か

を考 察 して い き た い。

自 己 認 識 で き な い バ ー サ

　この 短 編 はバ ーサ の 高 揚 した身 体 感 覚 の 描 写 か ら始 ま る。 「走 り出 した くな り」 「ダ ンスの ス

テ ップ を踏 み た くな り」 「な ん で もな い こ とに笑 い 出 した くな る」 （67）― こ う した身 体 感 覚

の 源 が こ こで は 「至 福 の 感 情 」 （a feeling of bliss） と して、 以 下 の よ うに描 写 さ れ て い る。

...as though you'd suddenly swallowed a bright piece of that late afternoon sun and

it burned in your bosom, sending out a little shower of sparks into every particle,

into every finger and toe....（67）

　と こ ろ が、 バ ー サ は こ の感 情 を適 切 に語 る こ とが で きな い 。 「胸 の 中 に明 る く輝 く と こ ろが あ

り、 そ こか ら小 さ な光 の シ ャ ワ ーが あふ れ る」 と い う比 喩 レベ ル で しか 、 この 〈至 福 〉を 表 現

で き な い の で あ る。 この 〈至 福 〉の感 情 は、 「何 か …神 聖 な こ とが 起 こ り」、 しか も 「間 違 い

な く起 こる の を … 彼 女 が 知 って い る」 （67）た め に胸 に湧 き上 が って い る と説 明 を続 け る。 だ

が 、 それ ほ どの 確 信 が あ る に もか か わ らず 、 彼 女 は電 話 口の 夫 に説 明 す る こ とが で き な い。

 〈至 福 〉の 感 情 を 語 りえ な いの は、 バ ーサ が 自 己の 内 面 性 、 つ ま り身 体 と結 びつ い た感 情 を

言 語 化 で きな い こ とを 意 味 す る6。 そ の一 方 で 、 物 語 の 中 で 何 度 も繰 り返 され る 「［バ ー サ は］

知 って い た」 「確 信 した」 と い う表 現 は、 彼 女 の 主 観 的 視 点 を客 観 的 な もの だ と読 者 が信 じこ



む 罠 と な る。 い いか え れ ば 、 神 聖 な こ とが 起 こ る と い う言 語 化 され たバ ーサ の 確 信 は、 他 方 で

彼 女 が 語 りえ な い もの が あ る こ と に よ って 、 読 者 に対 す る信憑 性 を 一 層 増 して い くの で あ る。

　バ ーサ は庭 を眺 め た と き、 〈至 福 〉の 身 体 感 覚 を 梨 の 木 と関 連 付 けて い る。

At the far end, against the wall, there was a tall, slender pear tree in fullest, richest

bloom. It stood perfect, as though becalmed against the jade-green sky. Bertha

couldn't help feeling, even from this distance, that it had not a single bud or a faded

petal （70）

梨 の 木 と彼 女 の 〈至 福 〉の 感 情 との 直 接 的 な関 係 は も ち ろん な い。 しか し、翡翠 色 の 夜 空 を 背

景 に して 、 「完 全 で」 「蕾 も枯 れ た花 弁 一 つ も な い」 梨 の 木 は、 神 聖 な こ とが 起 こ り う る場 にふ

さわ しい姿 にみ え る。 梨 の 木 の 「完 全 さ」 はバ ーサ の 主 観 的 な見 解 で しか な い に しろ、 彼 女 は

それ を30歳 と い う成 熟 した 「自分 の 人 生 の シ ンボル 」 だ と思 って しま う。 この 時 点 で 、 梨 の 木

は彼 女 に と り 「神 聖 な こ とが 起 こ る」 〈至 福 〉の エ ンブ レム とな るの で あ る。

 と ころが この光 景 に は陰 り も射 す。 子 を孕 ん だ灰 色 の牝 猫 とそ れ を追 う牡 の黒 猫 が 庭 を横 切 っ

て い く姿 を見 る と、 バ ーサ は不 吉 な もの を 感 じて しま うの だ 。 〈至 福 〉が 到 来 す るか ど うか の

確 信 の な さ を、 あ る い は完 全 で あ る はず の 自分 の 人 生 へ の 一 抹 の 不 安 を 、 バ ーサ は直 感 的 に感

じ取 って い るの で あ る。 身 重 の 牝 猫 と牡 猫 に対 して 彼 女 が 感 じた戦慄 を 、 性 に対 す る嫌 悪 感 と

結 び付 け るの は正 しいだ ろ う。 事 実 、 物 語 の 結 末 近 くで は、 バ ーサ とハ リー との 間 に通 常 の 夫

婦 関 係 が な い こ とが ほの め か され て い るの で あ る。

Oh, she'd loved him she'd been in love with him, of course, in every other way, but

just not in that way. And, equally, of course, she'd understood that he was different.

They'd discussed it so often. It had worried her dreadfully at first to find that she

was so cold, but after a time it had not seemed to matter. They were so frank with

each other‐such good pals. That was the best of being modern.（76）

冒頭 の バ ーサ の 高 揚 した身 体 感 覚 が 、 少 な くと も男 女 の 性 の 営 み と切 り離 され て い るの は確 か

だ 。 ただ し、 猫 が 異 性 愛 の 不 吉 な感 情 を も た ら した と して も それ は一 瞬 の こ とで あ り、 結 局 、

神 聖 な こ とが 起 こ る と い う圧 倒 的 な期 待 感 にか き消 され て しま うの で あ る。

　語 る こ との で き な い 〈至 福 〉の 感 情 と対 照 的 な もの が 、 語 る こ との で き る幸 福 で あ る。 バ ー

サ が 羅 列 す る幸 福 の 項 目 は、 若 い こ と、 夫 と愛 し合 って い る こ と、 可 愛 い娘 が い る こ と、 お 金

に不 自由 の な い ことか ら始 ま り、 オ ム レツを上 手 につ くる コ ックが い る こと に まで 続 い て い く。

この リス トが 示 して い るの は、 彼 女 の 幸 福 が 夫 婦 の 社 会 的 地 位 に依 拠 して い る こ と、 だ が そ れ

らは彼 女 の 内 面 の 感 情 と は ま っ た く無 縁 な もの で あ る、 と い う こ とで あ る。 この よ うな ス テ レ



オ タ イ プ化 した幸 福 リス トは、 彼 女 の 本 心 を どれ ほ ど語 って い るの で あ ろ うか 。 バ ーサ の 自己

認 識 は、 彼 女 の語 り/騙 りと語 りえ な い もの に よ っ て正 確 に表 現 され る こ と は不 能 に な って い

くの で あ る。

夫 を 理 解 で き な い バ ー サ

　夫 に対 す るバ ーサ の 感 情 や 評 価 に は真 実 味 が 欠 けて い る よ う にみ え る。 た とえ ば 、 バ ーサ の

「掘 り出 し物 」 で あ る美 しい 女 性 た ち を、 ハ リー は いつ も「凍 りつ い た肝 臓 」 「胃腸 内 の ガ スの

膨 満 」 「腎臓 病 」 （70） な どの 内 臓 表 現 を 使 って 皮 肉 る。 フル トン嬢 に は何 か 秘 め た もの が あ る

とバ ーサ が 言 え ば 、 「そ れ は お そ ら く健 康 な 胃袋 だ」 （70） と茶 化 す 始 末 だ 。 と こ ろが 、 冗 談 と

は いえ 、 品 性 の な い夫 の 揚 げ足 取 りを バ ーサ は楽 しん で い るの だ っ た。

 He made a point of catching Bertha's heels with replies of that kind.... For some

strange reason Bertha liked this, and almost admired it in him very much.（70）

バ ー サ の 自 己認 識 同様 、 ハ リー に関 して も、 「［彼 女 が ］知 って い る」 「理 解 して い る」 とい っ た

表 現 が 頻 発 す る。 パ ー テ ィ に遅 れ て 帰 宅 したハ リー は 「10分で 降 りて くるか ら」 と大 騒 ぎを し

て 二 階 に上 が って 行 っ た。 そ の行 動 を 見 て バ ー サ が微 笑 む の は、 「彼 が 物 事 を猛 然 と行 な うの

が 好 き な こ とを知 って い た」 （72）か らだ 。 彼 女 は彼 の 「人 生 へ の情 熱 」 を 評 価 して い る。 フ

ル トン嬢 に タバ コを勧 め る ときの ハ リー のぶ っ き らぼ うな様 子 を見 る と、 彼 が フル トン嬢 を嫌 っ

て い るの だ とバ ーサ は確 信 す るの で あ る （76）。

　す で に見 た よ う に、 二 人 の 間 に夫 婦 生 活 が な い こ と は ほぼ 明 らか だ 。 バ ーサ は最 初 は 自分 が

不 感 症 な の を 気 に して い た が 、 「しば ら くす る と そ れ は問 題 な い よ うに 思 ［った］」 （76）。 バ ー

サ に よ れ ば 、 夫 婦 は 「互 い に フ ラ ンク」 で 「仲 良 し」 （good pals） だ か ら、 問 題 な ど あ りえ

な い と い うわ けだ 。 しか し真 実 は、 この 夫 婦 が 「互 い に フ ラ ンク」 で もな けれ ば 「仲 良 し」 で

も なか っ た と い う こ と、 い いか え れ ば バ ーサ が 全 く思 い違 いを して い たの で あ り、 ハ リーの 気

持 ち を理 解 で きて い なか っ た と い う こ とで あ る。 従 って 、 フル トン嬢 を 玄 関 まで 見 送 り に行 く

ハ リーの こ と を、 彼 女 に対 す る無 愛 想 な態 度 の 埋 め 合 わ せ を す るの だ とバ ーサ は 「理 解 した」

（77）。 そ して そ う い う夫 を 「子 供 っぽ い」 「単 純 」 だ と納 得 した の で あ る。

 Bertha knew that he was repenting his rudeness‐she let him go. What a boy he

 was in some ways‐so impulsive‐so simple.（77）

ハ リーの 単 純 さ を好 意 的 に見 て い たバ ーサ が 二 人 の 抱 擁 を 目撃 す るの は、 この 直 後 の こ とだ っ

た。



His lips said: 'I adore you,' and Miss Fulton laid her moonbeam fingers on his 

cheeks and smiled her sleepy smile. Harry's nostrils quivered; his lips curled back 

in a hideous grin. (77)

バ ーサ は、 ハ リーの 「人 生 へ の 情 熱 」 や 食 事 に関 す る彼 特 有 の 言 い回 しを 完 全 に取 り違 え て い

た。 「ロ ブス ター の 白身 の 肉 は恥 も外 聞 もな い く らい好 物 」 「ピス タ チオ ・ア イ スの 緑― エ ジ プ

トの ダ ンサ ー た ち の 眼 の よ うな冷 た い緑 色 」 （74） と い うハ リー の フ レー ズ は、 女 の 肉体 を 食

べ 物 と して と らえ た彼 の 欲 望 の 表 出 に他 な らなか っ た。

幻 想 の レ ズ ビ ア ン 的 欲 望

　「何 か 変 っ た と こ ろの あ る美 しい女 性 を いつ も好 き に な って しま う」 （70）バ ー サ に と って、

フ ル トン嬢 は 「掘 り出 し物 」 （70）だ った。 バ ーサ が レズ ビア ンで あ る可 能 性 を読 み取 る批 評

はHelen Nebeker以 来 、 現 在 ま で続 い て い る7。 こ こで は フ ル トン嬢 に対 す るバ ー サ の 共 感

の 期 待 が 、 実 は ま っ た くの 見 当 外 れ で あ っ た こ とを 検 証 した い。

　フ ル トン嬢 の 謎 め い た と こ ろ に惹 か れ て い たバ ーサ は、 彼 女 の 腕 に触 れ た と き 〈至 福 〉の 感

情 が 再 び燃 え 上 が るの を 実 感 し、 二 人 の 思 いが 一 致 して い る こ とを 訳 もな く確 信 す る。

Bertha knew, suddenly, as if the longest, most intimate look had passed between 

 them - as if they had said to each other: 'You, too?' - that Pearl Fulton, stirring the 

beautiful red soup in the grey place, was feeling just what she was feeling. (73.

斜体筆者）

バ ーサ は身 体 感 覚 に よ って 、 フル トン嬢 と神 聖 な至 福 を 共 有 で き る こ とを 知 っ た。 こ こで 重 要

な こ と は、 「二 人 が も っ と も長 く、 も っ と も親 密 な視 線 を交 し合 った」 の も、 「互 い に 『あな た

も そ う なの ？』 と言 い合 っ た」 の も、 あ くまで もバ ーサ の 推 測 で しか な い と い う こ とで あ る。

その 後 もバ ーサ の 根 拠 の な い確 信 は続 く。

What she simply couldn't make out - what was miraculous - was how she should have 

guessed Miss Fulton's mood so exactly and so instantly. For she never doubted for a

moment that she was right  .... （74.斜 体 筆 者 ）

彼 女 は 「フル トン嬢 の 気 持 ちを 正 確 に推 測 した」 こ と に全 く疑 いを 持 って いな い。 従 って 、 フ

ル トン嬢 が 庭 につ いて 言 及 した と きす ぐさ ま、 自分 に投 げ られ た 「サ イ ン」 だ と決 め て か か っ

て しま うの で あ る。



バ ー サ の 視 点 で 描 か れ る 梨 の 木 と 月 の 描 写 は 性 的 暗 示 が 濃 厚 で あ る 。

 ...the two women stood side by side looking at the slender flowering tree. Although

it was so still it seemed, like the flame of a candle, to stretch up, to point, to quiver

in the bright air, to grow taller and taller as they gazed‐almost to touch the rim of

the round, silver moon.... Both, as it were, caught in that circle of unearthly light,

understanding each other perfectly, creatures of another world.（75斜 体 筆 者 ）

フ ル ト ン嬢 の 名 前Pearl（ 真 珠 ） や 銀 色 ず くめ の 装 い か ら 、 彼 女 を 月 に な ぞ ら え る こ と は 容 易

だ 。 と す る と 、 梨 の 木 が 月 に 向 か っ て 触 れ ん ば か り に 伸 び て い く様 子 と い う の は 、 ネ ベ カ ー が

指 摘 す る よ う に 、 両 性 具 有 の バ ー サ と フ ル ト ン嬢 の 性 的 な 世 界 を 描 い て い る と い え る だ ろ う

（Nebeker 547-49） 。 さ ら に 、 二 人 は 「別 の 世 界 の 人 間 」、 す な わ ち レ ズ ビ ア ン だ と解 釈 で き る

か も しれ な い 。 しか し、 バ ー サ の レ ズ ビ ア ン的 幻 想 は あ く ま で 感 覚 レベ ル に と ど ま り 、 言 語 化

す る こ と は で き な い 。

　バ ー サ の 幻 想、は ま も な く抑 圧 さ れ る 。 フ ル ト ン嬢 と 共 有 し た （と バ ー サ が 想 像 して い た ） こ

と を 夜 に な っ た らハ リ ー に 話 そ う と 考 え た 瞬 間 、 バ ー サ は 「奇 妙 で 恐 ろ し い こ と 」 を 想 起 す る

の で あ る 。

 '...I shall try to tell you when we are in bed tonight what has been happening.

What she and I have shared.'

 At those last words something strange and almost terrifying darted into Bertha's

mind. And this something blind and smiling whispered to her: 'Soon these people will

go. The house will be quiet‐quiet. The lights will be out. And you and he will be

alone together in the dark room‐the warm bed....'

 She jumped up from her chair and ran over to the piano.

 'What a pity someone does not play！' she cried. 'What a pity somebody does not

play.'

 For the first time in her life Bertha Young desired her husband....

 But now ardently！ Ardently！ The word ached in her ardent body！ Was this what

that feeling of bliss had been leading up to？ But then, then- （76.斜 体 筆 者 ）

バ ー サ の この 反 応 は 一 種 の 「レ ズ ビ ア ン ・パ ニ ッ ク 」 と 呼 ぶ こ と が で き る だ ろ う。 バ ト リ シ ア ・

ジ ュ リ ア ン ・ス ミス は 「レズ ビ ア ン ・パ ニ ッ ク は ［中 略 ］ 登 場 人 物 、 あ る い は ひ ょ っ と す る と

作 家 が 、 自 分 の レ ズ ビ ア ニ ズ ム や レ ズ ビ ア ン的 欲 望 に 直 面 す る こ と や 暴 露 す る こ と が で き な い

（し た く な い ） と き に 起 こ る 分 裂 的 な 行 動 ま た は 反 応 」 だ と説 明 し て い る （Smith 2）。 「彼 女



と私 が 共 有 して い た もの 」 が 実 は女 同 士 の 欲 望 だ と い う 「奇 妙 で 恐 ろ しい こ と」 で あ るの を 察

した途 端 、 バ ー サ の 欲 望 は抑 圧 さ れ る。 「奇 妙 で 恐 ろ しい こと」 と 「目 に見 え な くて微 笑 み か

けて くる もの」 と は異 質 の もの と と らえ るべ き だ ろ う。 「目 に見 え な くて 微 笑 み か け て く る」

夫 へ の 欲 望 が 、 今 は っ き り と感 じる こ と に な っ た。 つ ま り、 レズ ビア ン的 欲 望 は、 夫 へ の 欲 望

へ 突 如 シ フ トしたの で あ り、 フル トン嬢 に対 す るバ ーサ の 感 情 は あ っ け な く消 滅 して しま っ た

の で あ る。

　バ ー サ の 分 裂 した思 考 の流 れ は さ らに続 く。 熱 情 的 に ハ リーを 欲 望 す る言 葉 が 続 い た後 、

「あ の至 福 の感 情 が行 き着 く先 は これ だ った の か ？ しか し、 そ れ な ら、 そ れ な ら― 」 （76） と

自分 の 感 情 に い まだ 懐 疑 的 で あ る。 バ ーサ の レズ ビア ン的 欲 望 と欲 望 が 生 み 出 す 幻 想 は、 異 性

愛 と い う テ ク ス ト言 説 に よ って 抑 圧 され 、 制 御 を 受 け るの で あ る。

テ ク ス トが 語 る こ と

　バ ーサ の 主 催 す るパ ー テ ィ は、 一 幕 劇 「至 福 」 の 入 れ 子 に な っ た劇 中 劇 だ と も いえ よ う。 劇

の 監 督 はバ ーサ で あ っ たが 、 その 劇 は次 第 に彼 女 の コ ン トロ ール を 超 え て い く。 テ ク ス トそ の

もの の 演 出 は喜 劇 風 で あ る。 まず 登 場 人 物 の 名 前 が 借 り物 で 思 わ せ ぶ りだ 。 バ ーサ ・ヤ ングの

名 前 に は屋 根 裏 の 狂 女 バ ーサ の 残 像 が あ る。19世 紀 的 理 想 の 女 性 像 を 逸 脱 した狂 女 バ ーサ は、

青 髭 館 な らぬ家 父 長 制 度 に閉 じ込 め られ て い た。 「至 福 」 に お い て も、 バ ー サ は制 御 で きな い

身 体 的 感 覚 を吐 露 しつ つ 、 そ の レズ ビア ン的 な欲 望 は幻 想 の う ち に消 滅 して しま う。 そ れ に加

え 、 ハ リーが秘 密 を持 つ青 髭 で あ る こ と もテ ク ス トは暴 露 す る。Eddie（Warren） は エ ドワ ー

ド （ロ チ ェ ス タ ー） の 略 で あ る。 エ デ ィが フル トン嬢 に続 いて 立 ち去 る シ ー ンに は牝 猫 を 追 う

牡 猫 の イ メ ー ジが 繰 り返 され て お り、 男 性 の 支 配 的 な立 ち位 置 が 暗 示 され て い る。 演 劇 家 夫 妻

の 夫 の名 はNorman Knight。 「ノ ル マ ンの騎 士 」 とい う名 も風 変 わ りだが 、 夫 婦 の互 いの 呼

び名 がMug（ 間 抜 け ） とFace（ ず うず う しさ） とい うの もふ ざ け て い る。 しか もい ず れ の

呼 び名 に も 「しか め 面 」 の 意 味 が 含 まれ て い る。

　ナ イ ト夫 妻 と エ デ ィ らの 文 学 談 義 は 「入 れ 歯 の 恋 」 と題 す る演 劇 か ら始 ま り、 「胃病 」 「椅 子

の 背 を フ ラ イパ ンに し、 フ ラ イ ド ・ポ テ トを カ ー テ ンに刺 繍 す る」 舞 台 説 明 が あ り、 ま た 「何

故 それ は トマ トス ー プで は じめ な けれ ば な らな いの か 」 と詠 いだ す 「定 食 」 と い う詩 の 言 及 も

あ る。 いず れ も芸 術 の 精 神 性 や 審 美 性 は食 の イ メ ー ジへ と堕 して い く。 女 性 を 食 べ 物 で 表 現 す

るハ リー の 口癖 を 思 い起 こせ ば、Patricia Moranが 指 摘 す る よ う に、 マ ンス フ ィ ー ル ドの

「劇 」 の登 場 人 物 の言 動 は食 べ る こ とに終 始 して い る とい え る だ ろ う （Moran 59-61）8。

 さ らに重 要 だ と思 わ れ る こ と は、 エ デ ィが連 発 す る “dreadful” はい わ ゆ る三 文 恐 怖 小 説 で

あ る 「ペ ニ ー ・ ドレ ッ ドフル 」 を 連 想 させ 、 快 楽 で は な く恐 怖 か ら生 じる身 体 感 覚 を 想 起 させ

る点 で あ る。 た とえバ ーサ の 〈至 福 〉の身 体感 覚 が 最 終 的 に夫 を 「熱 列 に」欲 望 す る もの で あ っ

た と して も、 恐 怖 心 と表 裏 一 体 だ と い う こ とが 暗 示 され て い るの で あ る。 しか も、 バ ーサ 自身



が 「至 福 の 感 情 の 行 き つ く先 」 に 懐 疑 的 で あ る こ と は テ ク ス トが 示 唆 して い る 。

 短 編 「至 福 」 に お い て 、 バ ー サ の 視 点 の 限 界 は 徐 々 に 露 呈 さ れ て い く。 そ の 過 程 で 読 者 は バ ー

サ の と らえ 方 に 信 用 を お け な く な り、 戸 惑 い を 感 じ る は ず で あ る 。 物 語 の ク ラ イ マ ッ ク ス で バ ー

サ が 何 も 知 ら な い こ と が わ か っ た と き 、 つ ま り 、 バ ー サ と い う 語 り の 視 点 を 失 っ た と き 、 読 者

は よ う や く テ ク ス トの狡猾 な 語 り/騙 り の 存 在 を 悟 る の で あ る。 バ ー サ が フ ル ト ン 嬢 と 〈 至

福 〉 を 共 有 し た こ と が 思 い 違 い で あ る こ と 、 い い か え れ ば 、 「共 有 して い る も の 」 が 実 は 夫 の

ハ リ ー だ と い う 「恐 ろ し い こ と 」 が 彼 女 の 心 に 浮 か ん だ か も しれ な い こ と を 、 テ ク ス トは 示 唆

して い る の で あ る9。 一 方 、 「梨 の 木 は 相 変 わ ら ず 美 し く、 満 開 の 花 を つ け て 静 か に 立 っ て い

た 」 （78）。 そ の 木 は も は や バ ー サ の 〈 至 福 〉 の エ ン ブ レ ム と して で は な く、 美 し い 一 本 の 木 と

して 存 在 して い る 。

                      注

1.Pamela Dunbarは “Bliss” を 論 争 に な る 作 品 だ と し て 、 同 時 代 のJohn Middleton Murry,

  Virginia Woo1f, T. S. Eliotに よ る批 判 的 な批 評 や 、 「信 頼 で き な い語 り手 」 に よ る とす る近 年 の 批

  評 家 を 紹 介 して い る。

2.Katherine Mansfield,“Bliss”and Other Stories,77.以 後 、 “Bliss” の 引 用 は本 テ キ ス トか らに

  拠 り、 引 用 の 後 の （　） に頁 数 を 記 す。

3.バ ーサ の フ ル トンへ の関 心 を単 な る友情 だ と して 、 夫 の 妻 へ の 裏 切 り とす る解 釈 もあ る が、 テ キ ス ト

  の い ろ い ろ な箇 所 か ら レズ ビア ン的 な要 素 は濃厚 で あ る。 本 稿 で も後 半 に この点 に つ い て触 れ る。 本

  論 で は、 この 短 編 の タイ トル に は 「至 福 」、 概 念 の 場 合 は 〈至 福 〉 と して 表 記 す る。

4.Chantal Cornut-Gentille D'Arcyも バ ーサ が “unreliable narrator” で あ る と指 摘 して い る （257）。

5.Katherine Mansfield,“The Garden Party”and other Stories,112.

6.D'Arcyは バ ー サ が 言 語 化 で きな い 理 由 と して 、 身 体 で 感 じ る女 の 至 福 を抑 圧 す る イ デ オ ロ ギ ー が そ

  の 言 説 の 背 後 にあ る と説 明 して い る （257）。

7.Helen Nebekerは 両 性 で あ る梨 の 木 に同 一 化 す るバ ーサ もバ イ セ ク シ ュ ア ル だ と と らえ て い る。 す

  な わ ち、 バ ー サ は果 物 を乳 房 の よ うな二 つ の 山 に ア レ ン ジす る女 性 的 側 面 と、 梨 の木 の よ うな 服 を 着

  て 月 （＝ 銀 ず くめ の フル トン嬢 ） に触 れ よ う と高 くそ び え る男性 的 な イ メ ー ジを持 つ と解 釈 して い る。

  Moranは フ ル トン嬢 を バ ー サ の 「母 」 と して解 釈 す る。 結 城 もバ ー サ の レズ ビア ン的 欲 望 を 読 ん で い

  る。

8.Patricia Moranは 、 「至 福 」 の 言 葉 は男 性 の も の で あ り、 話 した り書 い た りす る の は男 性 で女 性 た ち

  は ［食 べ られ る］ 欲 望 の 対 象 だ と言 う （59-60）。

9.Nebeker 549.
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